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（斎川小・２年）�

村上　大地さん�

だい�ち�

高裕さん、舞さんご夫婦の長男�

ママからひとこと�
もうすぐお兄ちゃん、頑張ってね樺�

パパからひとこと�
たくましく育ってほしい。�

　�

No.512

生涯学習の祭典「公民館まつり」…許～漁　４月からスタート「完全学校週５日制」…禦～魚�
まちかどズームインほか…亨～供　くらし百科ほか…侠～競　募集・お知らせほか…共～峡�

24古紙配合率100％再生紙を使用しています�

「 フィッシュジョーズ 」�

　勤労青少年ホーム「ＡＬＴＡshiroishi」でアロマセラピー、リフレクソロジ

ー、紅茶と‘香り’にかかわる多彩な講座の講師を務めているのは、幸にお住

まいの佐藤美帆さんです。アロマセラピーとは、芳香療法ともいわれ、エッセ
ンシャルオイルなどを使ってストレスを解消するもの。また、リフレクソロジ

ーは、足にある数多くの反射ゾーンを刺激して、健康を維持するものですが、

佐藤さんはそれぞれのライセンスを２年前に取得。昨年には紅茶コーディネー

ター資格試験にも合格し、今年２月から、おいしい紅茶の入れ方からスコーン（お

菓子）の作り方までを指導しています。�

　香りに興味を持ったのは？「東京で働いていたときに、都会は疲れやすくス

トレスを解消するのに時間がかかると感じました。それは都会には植物などの

香りがあまりないからと気付きました。それがきっかけです」�

　講師を引き受けたのは？「ストレス解消を

求める人に、手助けができればと思って」�

　青少年ホームの印象は？「市の支援のおか

げで、いろいろな講座を材料費程度の負担で

勉強できるので、魅力的な場所だと思います。

私も書道などを習っています」�

　抱負を！「白石は都会と違い、四季折々に

いい香りのする街です。もし、白石でサロン

を持つことができたら、皆さんに『ホットで

きる空間』をコーディネイトしてあげたいと

思っています」※講座の問い合わせは勤労青

少年ホーム（緯25-3720）まで。�

（
青
少
年
ホ
ー
ム
ま
つ
り
に
て
）�

３月の定例相談会�（例：◯役１…市役所１階）�
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勝ちたいけれど・・・�
　ホワイトキューブで１月20日、「市民綱引き大会」が開かれ、14チーム約150名の市民が熱戦を

繰り広げました。�

　中学女子の部で唯一の参加となった白石中・東中生の混成チームは、中学男子チームと対戦。綱を

持つ表情は気合十分！・・・でも力の差は歴然、あっという間に引きずり込まれてホイッスル。顔を

真っ赤にしながら力を振り絞った選手たちに大きな声援と拍手が送られました。�

安藤　一樹くん�

かず�き�

（越河平）�


